
告

示

平成™š年š月š˜日 木曜日 (号外第�œ号)官 報
〇
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
四
号

警
察
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
五
十
一
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
被
疑
者
取
調
べ
適

正
化
の
た
め
の
監
督
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

中
野

寛
成

被
疑
者
取
調
べ
適
正
化
の
た
め
の
監
督
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

被
疑
者
取
調
べ
適
正
化
の
た
め
の
監
督
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
十
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
中
「
警
察
庁
長
官
」
の
下
に「（
以
下
「
長
官
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、「
、
国
家
公
安
委
員
会
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
」
を
削
り
、「
被
疑
者
取
調
べ
の
監
督
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
号
を

加
え
る
。

一

第
四
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
に
規
定
す
る
事
項
の
実
施
状
況
に
関
す
る
こ
と
。

二

被
疑
者
取
調
べ
の
監
督
業
務
に
関
す
る
教
養
そ
の
他
の
当
該
業
務
の
円
滑
な
運
営
に
関
す
る
こ
と
。

第
十
二
条
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
点
検
は
、
関
係
者
か
ら
の
聴
取
り
、
書
類
の
閲
覧
、
実
地
の
視
察
そ
の
他
適
当
な
方
法
に
よ

り
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
点
検
及
び
指
導
（
以
下
「
指
導
等
」
と
い
う
。）は
、
原
則
と
し
て
毎
年
度
一
回
、
皇
宮
警

察
本
部
及
び
全
て
の
都
道
府
県
警
察
に
対
し
て
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

４

前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
指
導
等
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
の
細
目
は
、
長
官
が
定
め
る
。

第
十
三
条
中
「
警
察
庁
長
官
」
を
「
長
官
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
五
号

刑
事
収
容
施
設
及
び
被
収
容
者
等
の
処
遇
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
五
十
号
）
第
十
九
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
留
置
施
設
の
巡
察
に
関
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

中
野

寛
成

留
置
施
設
の
巡
察
に
関
す
る
規
則

（
実
施
項
目
）

第
一
条

刑
事
収
容
施
設
及
び
被
収
容
者
等
の
処
遇
に
関
す
る
法
律
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
巡
察
（
以
下
単
に
「
巡

察
」
と
い
う
。）は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一

留
置
施
設
の
管
理
運
営
に
関
す
る
こ
と
。

二

被
留
置
者
の
処
遇
に
関
す
る
こ
と
。

（
実
施
方
法
）

第
二
条

巡
察
は
、
関
係
者
か
ら
の
聴
取
り
、
書
類
の
閲
覧
、
実
地
の
視
察
そ
の
他
適
当
な
方
法
に
よ
り
実
施
す
る
も

の
と
す
る
。

（
実
施
）

第
三
条

巡
察
は
、
毎
年
度
少
な
く
と
も
一
回
、
全
て
の
都
道
府
県
警
察
に
お
い
て
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
留
意
事
項
）

第
四
条

巡
察
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

留
置
施
設
の
規
模
、
構
造
そ
の
他
の
状
況
を
考
慮
す
る
こ
と
。

二

資
料
及
び
情
報
を
十
分
に
収
集
し
、
正
確
な
事
実
の
把
握
に
努
め
る
こ
と
。

三

必
要
な
限
度
を
超
え
て
関
係
者
の
業
務
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
注
意
す
る
こ
と
。

（
国
家
公
安
委
員
会
へ
の
報
告
）

第
五
条

警
察
庁
長
官
（
以
下
「
長
官
」
と
い
う
。）は
、
国
家
公
安
委
員
会
に
対
し
、
毎
年
度
少
な
く
と
も
一
回
、
巡

察
の
実
施
状
況
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
巡
察
の
結
果
に
基
づ
く
措
置
）

第
六
条

長
官
は
、
巡
察
の
結
果
に
基
づ
き
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
細
目
）

第
七
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
巡
察
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
の
細
目
は
、
長
官
が
定
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
国
家
公
安
委
員
会

総

務

省

国
土
交
通
省
告
示
第
一
号

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
三
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
移
動
等
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
基
本
方
針
（
平
成
十
八
年
国
家
公
安
委
員
会

総

務

省

国
土
交
通
省
告
示
第
一
号
）

の
全
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

中
野

寛
成

総
務
大
臣

片
山

善
博

国
土
交
通
大
臣

大
畠

章
宏

移
動
等
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
基
本
方
針

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」

と
い
う
。）第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
又
は
施
設
の
利
用
に
係
る
身
体
の
負
担
を

軽
減
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
移
動
上
又
は
施
設
の
利
用
上
の
利
便
性
及
び
安
全
性
を
向
上
す
る
こ
と
（
以
下
「
移
動

等
円
滑
化
」
と
い
う
。）の
促
進
に
関
す
る
基
本
方
針
に
つ
い
て
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
、
施
設

設
置
管
理
者
そ
の
他
の
関
係
者
が
互
い
に
連
携
協
力
し
つ
つ
移
動
等
円
滑
化
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
て
い
く

た
め
、
以
下
の
と
お
り
定
め
る
。

一

移
動
等
円
滑
化
の
意
義
及
び
目
標
に
関
す
る
事
項

１

移
動
等
円
滑
化
の
意
義

我
が
国
に
お
い
て
は
、
世
界
の
ど
の
国
も
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
本
格
的
な
高
齢
社
会
を
迎
え
、
今

後
更
な
る
高
齢
化
が
進
展
す
る
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、
高
齢
者
の
自
立
と
社
会
参
加
に
よ
る
、
健
全
で
活
力
あ
る

社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
今
日
、
障
害
者
が
障
害
の
な
い
者
と
同
等
に
生
活
し
活
動
す
る
社
会

を
目
指
す
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
の
社
会
へ
の
浸
透
が
進
み
、
自
立
と
共
生
の
理
念
の
下
、
障
害
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
国
民
誰
も
が
相
互
に
人
格
と
個
性
を
尊
重
し
支
え
合
う
「
共
生
社
会
」
の
実
現
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
社
会
の
実
現
の
た
め
に
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
自
立
し
た
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
社
会
を
構
築
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
環
境
の
整
備
を
一
刻
も
早
く
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
移
動
及
び
施
設
の
利
用
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
が
社
会
参
加
を
す
る
た
め
の
重

要
な
手
段
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
移
動
等
円
滑
化
を
促
進
す
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
社
会
の
実
現
の
た
め
に
大
き

な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
移
動
等
円
滑
化
の
促
進
は
、
高
齢
者
、障
害
者
等
の
社
会
参
加
を
促
進
す
る
の
み
で
な
く
、「
ど
こ
で
も
、

誰
で
も
、
自
由
に
、
使
い
や
す
く
」
と
い
う
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
全
て
の
利
用
者
に

利
用
し
や
す
い
施
設
及
び
車
両
等
の
整
備
を
通
じ
て
、
国
民
が
生
き
生
き
と
安
全
に
暮
ら
せ
る
活
力
あ
る
社
会
の

維
持
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
法
に
い
う
障
害
者
に
は
、
身
体
障
害
者
の
み
な
ら
ず
、
知
的
障
害
者
、
精
神
障
害
者
及
び
発
達
障
害
者

を
含
む
全
て
の
障
害
者
で
身
体
の
機
能
上
の
制
限
を
受
け
る
者
は
全
て
含
ま
れ
る
こ
と
並
び
に
身
体
の
機
能
上
の

制
限
に
は
、
知
的
障
害
者
、
精
神
障
害
者
及
び
発
達
障
害
者
等
の
知
覚
面
又
は
心
理
面
の
働
き
が
原
因
で
発
現
す

る
疲
れ
や
す
さ
、
喉
の
渇
き
、
照
明
へ
の
反
応
、
表
示
の
分
か
り
に
く
さ
等
の
負
担
の
原
因
と
な
る
様
々
な
制
約

が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
法
が
促
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
移
動
等
円
滑
化
に
は
、
こ
の
よ
う
な
負
担
を
軽
減
す

る
こ
と
に
よ
る
移
動
上
又
は
施
設
の
利
用
上
の
利
便
性
及
び
安
全
性
を
向
上
す
る
こ
と
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
留
意

す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
移
動
等
円
滑
化
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
意
見
を
十
分
に
聴
き
、
そ
れ
を
反

映
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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